
み
な
さ
ん
、
今
の
日
本

「
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
、
財

界
大
企
業
中
心
の
政
治
」
で

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

戦
後
80
年
「
新
し
い
戦
前
」

と
云
わ
れ
る
今
、
着
々
と
戦

争
準
備
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

軍
事
費
は
５
年
間
で
43
兆

円
を
閣
議
決
定
。
今
年
度
の

軍
事
予
算
は
８
兆
７
千
億
円

も
の
突
出
で
す
。

先
月
、
ア
メ
リ
カ
の
要
求

に
応
じ
て
、
陸
海
空
自
衛
隊

を
一
元
的
に
指
揮
す
る
「
統

合
作
戦
司
令
部
」
が
発
足
。

台
湾
有
事
に
伴
う
日
本
へ

の
武
力
攻
撃
を
念
頭
に
、
沖

縄
県
尖
閣
諸
島
に
シ
ェ
ル
タ
ー

建
設
と
住
民
の
九
州
・
山
口

８
県
へ
の
避
難
計
画
も
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
関

税
の
引
き
上
げ
を
公
言
し
て

全
世
界
が
右
往
左
往
。
特
に

日
本
に
対
し
て
は
言
い
放
題

で
、
軍
事
分
野
で
負
担
増
を

求
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
米
軍
へ
の
「
思
い

や
り
予
算
」
は
、
１
９
７
８

年
度
の
62
億
円
が
今
年
度
は

２
２
７
４
億
円
で
、
48
年
間

で
８
兆
７
千
億
円
。
さ
ら
に

日
米
地
位
協
定
に
よ
り
米
軍

の
行
動
に
は
一
切
関
与
で
き

ず
、
沖
縄
米
兵
の
犯
罪
に
も

泣
き
寝
入
り
で
す
。

日
本
共
産
党
の
田
村
委
員

長
は
衆
院
予
算
委
員
会
で
、

米
大
統
領
に
弱
腰
の
首
相
に
、

「
貢
ぎ
物
外
交
」
は
や
め
一

方
的
な
関
税
措
置
の
全
面
撤

回
と
確
固
た
る
日
本
の
立
場

を
主
張
す
べ
き

と
求
め
ま
し
た
。

一
方
、
国
内

政
治
で
は
昨
今

の
物
価
高
対
策
を
放
置
。
日

本
共
産
党
は
４
月
16
日
「
物

価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
」

緊
急
提
案
を
発
表
し
ま
し
た
。

第
一
に
消
費
税
の
廃
止
め

ざ
し
、
緊
急
に
５
％
に
引
き

下
げ
て
年
12
万
円
の
減
税
を
、

イ
ン
ボ
イ
ス
は
廃
止
に
―
そ

の
財
源
は
借
金
と
な
る
国
債

で
な
く
、
大
企
業
が
内
部
留

保
と
し
て
た
め
込
ん
だ
５
３

９
兆
円
の
一
部
に
課
税
し
て

充
て
る
な
ど
、
大
企
業
へ
の

減
税
・
優
遇
を
や
め
る
。

第
二
に
物
価
高
に
負
け
な

い
賃
上
げ
を
、
物
価
に
ふ
さ

わ
し
く
上
が
る
年
金
に
―
実

質
賃
金
は
ピ
ー
ク
時
の
１
９

９
６
年
よ
り
年
額
74
万
円
も

減
少
。
最
低
賃
金
を
時
給
１

５
０
０
円
に
引
き
上
げ
て
１

７
０
０
円
を
め
ざ
す
。
そ
の

た
め
に
中
小
企
業
の
賃
上
げ

に
直
接
支
援
を
行
う
。

第
三
に
物
価
高
騰
に
よ
る

医
療
、
介
護
の
経
営
危
機
・

提
供
基
盤
の
崩
壊
を
食
い
と

め
、
ケ
ア
労
働
者
の
賃
上
げ

を
は
か
る
緊
急
措
置
を
―
緊

急
に
国
費
５
０
０
０
億
円
を

投
入
し
て
医
療
破
壊
を
止
め
、

医
療
・
介
護
従
事
者
の
賃
上

げ
と
労
働
条
件
の
改
善
を
す

す
め
る
。

暮
ら
し
を
押
し
つ
ぶ
す
大

軍
拡
を
や
め
、
財
界
・
大
企

業
優
先
を
た
だ
し
、
国
民
の

暮
ら
し
第
一
に
行
う
政
治
の

実
現
に
は
日
本
共
産
党
の
大

躍
進
が
近
道
に
な
り
ま
す
。

７
月
に
迫
っ
た
参
議
院
選

挙
で
は
皆
様
の
大
き
な
ご
支

援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
し
ら
か
ば
編
集
部
）
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日本共産党我孫子南地域後援会

発行責任者 木村 文次

南地域後援会は本町・寿・緑・若松・栄・白山・船戸・新田がエリア

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
。

列
車
で
何
処
か
へ
出
か
け
ま
し
た
か
？

我
孫
子
駅
を
通
過
す
る
特
急
列
車
は

満
席
で
し
た
▼
列
車
好
き
の
私
は
子

ど
も
の
頃
、
鉄
道
の
図
鑑
を
見
る
の

が
楽
し
み
で
し
た
。
特
に
好
き
だ
っ

た
列
車
は
寝
台
特
急
の
ブ
ル
ー
ト
レ

イ
ン
▼
「
あ
さ
か
ぜ
」
「
さ
く
ら
」

「
は
や
ぶ
さ
」
「
富
士
」
「
み
ず
ほ
」

前
４
つ
の
愛
称
の
意
味
は
わ
か
り
ま

し
た
が
、
最
後
の
「
み
ず
ほ
」
は
意

味
が
わ
か
ら
ず
、
親
に
「
み
ず
ほ
っ

て
何
な
の
？
」
と
聞
い
た
も
の
で
し

た
▼
銀
行
の
社
名
に
も
あ
る
「
み
ず

ほ
」
は
み
ず
み
ず
し
い
稲
の
穂
を
意

味
す
る
言
葉
で
、
古
事
記
や
日
本
書

紀
に
も
登
場
、
日
本
国
の
美
称
「
瑞

穂
の
国
（
実
り
豊
か
な
国
）
」
と
し

て
も
使
わ
れ
ま
す
▼
今
、
米
不
足
に

よ
る
米
価
高
騰
の
一
方
、
農
家
の
離

農
・
廃
業
が
相
次
ぎ
崩
壊
の
局
面
。

食
料
自
給
率
（
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
）

は
38
％
で
６
割
以
上
を
海
外
に
依
存

▼
そ
ん
な
状
況
を
も
た
ら
し
た
政
府

は
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
に
よ
る
無

法
な
農
産
物
の
輸
入
拡
大
要
求
に
対

し
て
、
無
関
税
の
ミ
ニ
マ
ム
・
ア
ク

セ
ス
米
の
主
食
用
枠
拡
大
を
検
討
し

て
い
ま
す
▼
農
業
を
お
ろ
そ
か
に
す

る
政
府
に
は
怒
り
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

力
を
合
わ
せ
て
命
を
支
え
る
農
業
、

そ
し
て
日
本
の
「
瑞
穂
（
み
ず
ほ
）
」

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

（
Ｓ
）

オ
オ
バ
ン

しんぶん
日 刊 ●月 ３４９７円
日曜版 ●月 ９９０円

赤

旗

連絡をいただければ「しんぶん赤旗」の見本を届けます

４
月
27
日
、
ア
ビ
ス
タ
和

室
に
て
、
岩
井
・
船
橋
両
議

員
を
招
い
て
市
政
を
語
る
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

船
橋
議
員
は
、
国
民
健
康

保
険
財
政
の
国
保
負
担
増
額

の
請
願
が
僅
差
で
否
決
。
政

党
機
関
紙
の
庁
舎
内
勧
誘
禁

止
確
認
の
請
願
が
全
会
一
致

で
否
決
。
そ
し
て
議
会
で
質

問
し
た
上
下
水
道
問
題
で
は
、

市
が
再
来
年
か
ら
水
道
料
金

の
値
上
げ
を
計
画
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

岩
井
議
員
は
国
民
保
険
料

の
値
上
げ
に
つ
い
て
、
加
入

者
が
２
割
弱
の
国
民
保
険
に

税
金
を
投
入
す
る
こ
と
に
否

定
的
な
市
側
の
姿
勢
を
「
自

分
の
財
布
と
は
き
違
え
て
い

る
」
と
。
ま
た
農
産
物
直
売

所
跡
地
に
計
画
の
天
然
温
泉

施
設
に
つ
い
て
業
者
は
決
定

し
た
が
具
体
的
な
こ
と
は
何

も
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
を

厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

後
半
の
懇
談
会
で
も
、
参

加
者
か
ら
三
年
連
続
の
国
保

税
値
上
げ
は
、
年
金
生
活
者

に
は
つ
ら
い
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
我
孫
子
市

を
ど
ん
な
ま
ち
に
し
た
い
の

か
「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」

が
見
え
な
い
と
の
指
摘
も
で

ま
し
た
。

両
議
員
は
次
の
６
月
議
会

で
も
国
民
保
険
の
問
題
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
追
求
し
て

い
く
と
述
べ
て
会
は
終
了
し

ま
し
た
。（

し
ら
か
ば
編
集
部
）

外
科
医
の

差
し
戻
し
審

で
無
罪
判
決

が
下
り
、
高

裁
は
上
告
せ

ず
無
罪
が
確

定
し
ま
し
た
。

市
在
住
の

御
両
親
の
喜

び
の
声
を
掲

載
し
ま
す
。

乳腺外科医師の無罪確定

▼場所 子之神道・ハケの道
ね の か みみち

散策(雨天中止)

▼日時 5月24日(土)10:30

寿防犯ステーション前集合

▼コース 楚人冠記念館(\300)

→子之神大黒天→旧村川別

荘→昼食→ハケの道散策

▼昼食 夢庵(予定)

15:00頃解散予定

主催 日本共産党我孫子

南地域後援会

日帰り散策のお知らせ

市
政
を
語
る
会

報
告
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我
孫
子
駅
に
特
急
が
停
車
し

な
く
な
っ
て
か
ら
今
年
で
20
年

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
特
急

列
車
の
一
部
は
、
松
戸
か
ら
我

孫
子
ま
で
の
間
は
停
車
駅
が

「
松
戸
」
「
柏
」
「
我
孫
子
」

の
３
駅
に
分
散
し
て
い
ま
し
た

が
、
２
０
０
５
年
７
月
の
ダ
イ

ヤ
改
正
で
松
戸
・
我
孫
子
駅
で

の
停
車
を
見
直
し
、
利
用
者
の

多
い
「
柏
」
に
統
一
さ
れ
ま
し

た
。そ

こ
で
今
月
か
ら
は
特
急
列

車
の
話
を
。

と
こ
ろ
で
今
年
３
月
の
ダ
イ

ヤ
改
正
で
は
、
常
磐
線
特
急
の

す
べ
て
の
列
車
が
品
川
発
着
と

な
り
、
上
野
発
着
の
常
磐
線
特

急
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

か
っ
て
上
野
駅
は
東
京
か
ら

北
へ
向
か
う
「
北
の
玄
関
口
」

と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
き
た

駅
で
し
た
。
特
に
東
北
・
信
越
・

北
陸
方
面
へ
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅

と
し
て
、
多
く
の
人
々
の
出
迎

え
と
見
送
り
を
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
１
９
９
１
年
に
東
北
・

上
越
新
幹
線
が
東
京
駅
ま
で
延

伸
、
さ
ら
に
２
０
１
５
年
に
上

野
東
京
ラ
イ
ン
が
開
業
し
た
こ

と
で
、
そ
れ
ま
で
上
野
駅
止
ま

り
だ
っ
た
常
磐
線
・
宇
都
宮
線
・

高
崎
線
が
東
京
駅
を
経
由
し
て

東
海
道
線
に
直
通
運
転
を
行
う

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
上
野

駅
は
「
途
中
駅
」
と
し
て
の
存

在
に
変
わ
り
ま
し
た
。

さ
て
常
磐
線
に
初
め
て
特
急

列
車
が
登
場
し
た
の
は
１
９
５

８
年
10
月
。
今
か
ら
66
年
前
の

こ
と
で
す
が
、
こ
の
常
磐
線
の

特
急
列
車
は
「
東
北
方
面
へ
の

初
め
て
の
特
急
列
車
」
で
も
あ

り
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
東
北
方
面
の

初
め
て
の
特
急
列
車
が
、
宇
都

宮
・
福
島
と
県
庁
所
在
地
が
２
ヶ

所
も
あ
る
東
北
本
線
を
差
し
置

い
て
常
磐
線
経
由
に
決
ま
っ
た

こ
と
は
常
磐
線
に
と
っ
て
名
誉

な
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
に
は
こ

の
特
急
列
車
の
目
的
、
そ
し
て

当
時
の
車
両
と
線
路
事
情
に
あ

り
ま
し
た
。
（
次
号
へ
続
く
）

（
緑

竹
内
）

51

ド
ク
タ
ー
イ
エ
ロ
ー
は
ご
存
じ
で

す
か
？

「
幸
せ
の
黄
色
い
新
幹
線
」
と
も

呼
ば
れ
て
、
見
る
と
幸
せ
が
訪
れ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ド
ク
タ
ー
イ
エ
ロ
ー
は
新
幹
線
の

お
医
者
さ
ん
。
正
式
名
は
「
新
幹
線

電
気
軌
道
総
合
試
験
車
」
最
高
速
度

２
７
０
㎞

/
h
（
１
秒
間
で

75
m

進
む
ス
ピ
ー
ド
）
で
行
う
検
査
専
用

の
車
両
で
す
。
運
行
は
10
日
に
１
回
、

ダ
イ
ヤ
は
非
公
開
。

残
念
な
が
ら
２
０
２
５
年
１
月
25

日
を
も
っ
て
引
退
し
ま
し
た
。

ご
苦
労
様
で
し
た
。

３２

「
庭
の
花
」

若
松
・
高
橋
祥
子

常磐線特急列車（現在）

今
回
は
「
柴
崎
神
社
」
と
隣

の
「
円
福
寺
」
を
巡
り
ま
す
。

え
ん
ぷ
く
じ

旧
水
戸
街
道
が
北
に
折
れ
た

と
こ
ろ
に
柴
崎
神
社
が
あ
り
ま

す
。
神
社
は
村
の
鎮
守
を
思
わ

せ
る
林
に
囲
ま
れ
た
昔
な
が
ら

の
雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
。

祭
神
は
天
御

中

主
命

で
、

あ
め
の
み
な
か
ぬ
し
の
み
こ
と

他
六
神
を
合
祀
し
て
い
ま
す
。

社
殿
左
側
に
神
社
の
東
側
に
あ
っ

た
八
坂
神
社
の
石
碑
が
あ
り
、

社
殿
裏
に
は
三
峰
神
社
は
じ
め

多
く
の
石
碑
や
祠
が
あ
り
ま
す
。

ほ
こ
ら

神
社
の
創
建
年
度
は
古
く
、

日

本
武
尊

や
平
将
門
が
祈
願

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

し
た
と
の
伝
承
が
あ
り
ま
す
。

境
内
か
ら
は
、
永
仁
６
年

え
い
に
ん

（
１
２
９
８
）
の
銘
が
書
か
れ

た
、
市
内
最
古
と
い
わ
れ
る
板

碑
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

神
社
名
は
、
古
く
は
妙
見
社

か
ら
明
治
元
年
に
北
星
社
と
な

り
、
明
治
13
年
に
柴
崎
神
社
と

な
り
ま
し
た
。

円
福
寺
へ
は
旧
水
戸
街
道
に

出
て
北
に
歩
き
、
す
ぐ
西
側
の

石
段
の
山
門
を
上
り
ま
す
。

柴
崎
神
社
の
別
当
寺
と
し
て

創
建
さ
れ
た
真
言
宗
豊
山
派
の

ぶ
ざ
ん

寺
で
、
本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
、

江
戸
時
代
初
期
の
草
創
と
考
え

ら
れ
、
本
堂
左
側
に
鯖
大
師
堂
、

さ
ば

不
動
堂
と
並
ん
で
、
第
55
番
札

所
が
あ
り
ま
す
。

地
頭
の
旗
本
新
見
家
や
名
主

に
い
み

で
あ
っ
た
川
村
磯
右
衛
門
家
の

菩
提
寺
で
も
あ
り
ま
す
。

16
世
紀
ご
ろ
に
は
６
号
線
近

辺
に
柴
崎
城
の
本
丸
が
あ
っ
た

ら
し
く
、
柴
崎
神
社
の
東
側
丘

陵
の
一
帯
ま
で
が
柴
崎
城
下
と

い
わ
れ
、
柴
崎
神
社
の
裏
の
道

路
近
辺
が
城
の
空
堀
跡
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

（
栄

関
口
）

参
考
文
献
「
我
孫
子
市
の
地
名

と
歴
史
」

その８２

柴崎神社社殿

円福寺第55番札所柴崎神社裏の道路

社殿裏の三峯神社の祠円福寺本堂

Ｎ

常磐線

柴崎

柴崎神社★

旧水戸街道

東源寺

山門

★円福寺

空堀跡★

安倍川（静岡市）を渡る

ドクターイエロー

日本共産党我孫子市議団の

ホームページのサイトは

https://jcp-abiko.com/

です。
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らから。→


